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＜2021年度事業計画書の策定のポイント＞ 

 

新型コロナウィルスによる感染症拡大の収束が見えない状況下ですが、工夫を

凝らし、民間ユネスコ運動の更なる推進をはかります。 

 

＜主なポイント＞  

1. ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）や、動画配信等の活用をより一

層強化し、With コロナ、After コロナに向けた補完的コミュニケーション力を

高めます。 

 

2. 東日本大震災から 11年目となる今年、過去 10年間の活動で培った経験を

活かし、近年増え続ける自然災害に対し、新たに「災害子ども教育支援」の

プログラムを立ち上げます。（要・内閣府認定） 

 

3. 次世代のリーダー育成やグッドプラクティス賞を通して、民間ユネスコ運動

の更なるパワーアップをはかります。 
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2021 年度 活動方針 

 

2020 年度は、全世界が新型コロナウィルスという未知のウィルス感染拡大によ

り、UNESCO 憲章が掲げる、「人類の知的精神的連帯」が試された一年となり

ました。そのような未曾有の状況下にあって、民間ユネスコ運動の灯を絶やして

はならないと、多くのユネスコ協会やクラブにより、工夫を凝らした多様な活動

が展開されたことは私たちの誇りです。 

 

2021 年度は、依然としてコロナ禍後の展望が立てにくいこともあり、引き続き

中止を余儀なくされる事業もありうることが予想されますが、30 年以上にわた

って実施してきた「世界寺子屋運動」は、皆様のご協力のおかげでこれまで通り

実施します。また、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）等を活用して

実施にこぎつけた事業数が一段と増え、さらにＩＴ化促進のため新たに開始し

た動画配信を会員との絆を保つ手段として一層強化します。 

 

東日本大震災から 11 年目となる今年度、私たちは、これまでの経験や知見を活

かした形で、今後の自然災害時の教育復興にも私たちにしか出来ない活動とし

て、新規に「災害子ども教育支援」に力を注いでいく決意です。 

 

加えて、地域の課題解決に取組むための、次世代のリーダーの育成やユネスコ活

動のグッドプラクティス賞を通して、民間ユネスコ運動の更なるパワーアップ

をはかります。 

 

“Peace for Tomorrow”を実現するために。きょういくで、あしたへいく  

                                    

事業計画書の柱建ての再編と記載方法の変更について 

公益認定を受けて 10 年が経過したため、内閣府の指導に基づき、事業の性格が類似しているものは一つの項目に集約

するなどして、事業の柱建ての再編を行い、記載方法を変更しました。 

1.項目立てを整理し、大項目を「支援分野」、中項目を「プログラム」、小項目を「事例／事業」とした。 

2.大項目の修正 

①従前の 「(1)普及実践活動」と「(3)組織の拡大とユネスコ活動の充実」は、全国のユネスコ協会を通じた公益活

動である観点から 「(4)地域草の根推進」に統合。 

②「(2)青少年活動」のうち、直接的な支援を「(1)子ども教育支援」とし、国際理解に資する事業を「(3)多文化共

生」とした。 

③青年会員を通じた公益活動を「(4)地域草の根推進」に分類。  
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 2021 年度 主要事業日程（予定）  

2021 年 

5月 15日(土) 第 540回理事会 

6月 12日(土) 第 541回理事会、第 72回定時総会、第 542回理事会 

7月～8月 民間ユネスコ運動の日「平和の鐘を鳴らそう！」キャンペーン 

7月 19日(月) 「民間ユネスコ運動の日」 

6月 1日(火)  三菱アジア子ども絵日記フェスタ（第 15期）絵日記募集開始 

7月 17日(土) 役員説明会、第 543回理事会 

9月 11日(土) 第 544回理事会 

9月 20日（月祝）〜 

22日（水） 
第 8回「アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム」教員研修会 

9月 25日（土） 中部西ブロック・ユネスコ活動研究会（岐阜県多治見市） 

10月 2日（土） 関東ブロック・ユネスコ活動研究会（栃木県・オンライン） 

10月 9日（土） 北海道ブロック・ユネスコ活動研究会（北海道小樽市） 

10月 9日（土） 中国ブロック・ユネスコ活動研究会（鳥取県・オンライン） 

10月 16日（土） 九州ブロック・ユネスコ活動研究会（宮崎県都城市） 

10月 16日（土） 東北ブロック・ユネスコ活動研究会（青森県青森市） 

11月 13日(土) 第 545回理事会、第 53回評議員会 

11月 20日（土） 中部東ブロック・ユネスコ活動研究会（神奈川県・オンライン） 

12月 5日（日） 
第 77回日本ユネスコ運動全国大会 in大阪 

（大阪府堺市・オンライン） 

2022 年 

1月 15日(土) 第 546回理事会、第 54回評議員会、新年懇親会 

2月 25日（金）〜 

26日（土） 

第 8回「アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム」活動報告会、 

公開フォーラム 

3月 12日(土) 第 547回理事会 

未定 日ユ協連リーダーセミナー 

未定 ユネスコ活動グッドプラクティス賞 
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 2021年度 事業計画内容  

1. 国内における平和構築活動 

（事業の内容） 

子ども教育支援、地域遺産・世界遺産の保護保全・啓発、多文化共生促進、

地域草の根推進の各分野により、我が国においてUNESCO憲章の理念に基づく

平和構築活動を推進する人々の支援及び人材育成を行う事業 

【事業の概要】 

（趣旨） 

UNESCO憲章の理念に基づき、平和な世界の構築を目指す。また、国連が定め

たSDGs（持続可能な開発目標）達成に向け、持続可能な社会の実現、生き生

きとした地域社会の構築、「誰一人取り残さない」社会づくりを目指し、以

下の事業を実施する。 

 

（１）子ども教育支援 

子どもたちが安心して就学できる環境を整備する教育支援および質の高い教

育を提供するプログラム支援を行う。 

① 自然災害の被災地における教育復興支援 

自然災害によって被災した児童・生徒を対象にした奨学金の給付等の教育

支援を行う。 

(a)ユネスコ協会就学支援奨学金 

東日本大震災で被災し、地震・津波による住居の流失・損壊や、原発事

故の影響による避難などの理由により経済状況が悪化した家庭の生徒を

対象に、月額2万円を3年間給付（返還不要）する。対象地域別に奨学生

の募集を行い、運営委員会にて承認する。 

 

(b)MUFG・ユネスコ協会 東日本大震災復興育英基金 

東日本大震災で、両親または父母のいずれかが死亡・行方不明となっ

た、中学校・高等学校に在籍する児童・生徒を対象に、三菱UFJフィナ

ンシャル・グループと協働で、一時金10万円と月額2万円の奨学金を給

付（返還不要）する。対象生徒の進級、進学届の提出を以って、運営委

員会にて承認する。 
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(c)災害子ども教育支援 

自然災害によって被災した国内の学校等を対象にした助成や、被災生徒

を対象にした奨学金支援（返還不要）、復興ボランティアを行う青年等

に対する支援を行う。支援対象、方法に関するガイドラインに基づき、

運営委員会の承認を経て、支援を実施する。（新規） 

 

② SDGs達成に向けた次世代育成 

持続可能な社会の実現のために、教員や学校に対する教育研修プログラム

を行う。 

(a)アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム 

アクサ生命保険株式会社の協力を得て、災害時、地域の重要な防災・減

災拠点となる学校の「防災・減災教育」を推進する。全国の防災・減災

教育に取り組む小・中・高等学校等を対象にした活動助成、助成校の教

員を対象にした教員研修会、活動報告会および公開フォーラム等を行

う。ホームページ等で助成校を募集し、審査会を経て助成を行う。 

 

(b)教育ツール開発事業 

児童・生徒が、国内外のSDGsへの取り組みを学び、リーフレットの制作

を行う等、教育ツールを開発する事業への支援を行う。 

 

(c)ユネスコスクール推進事業 

青少年へのユネスコ活動普及のために、全国のユネスコスクール等を対

象とし、SDGsへの取り組み活動に支援を行う。 

 

③その他の類する事業 

 

（２）地域遺産・世界遺産の保護保全・啓発 

世界遺産ならびに地域の有形・無形の文化、自然環境の保護・保全支援、啓

発活動を行う。 

①地域遺産の保護・保全支援 

国内の文化や自然環境の保護・保全、次世代への継承を行う。 

(a)未来遺産運動 

日本国内の文化や自然環境の保護・保全、継承を行う市民団体による活

動を「プロジェクト未来遺産」として登録・顕彰し、未来につなぐ。公
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募による書類選考、現地調査を経て、未来遺産委員会にて登録プロジェ

クトを決定する。 

 

②世界遺産の保護・保全支援 

UNESCOの世界遺産の普及・啓発を行う。 

 

③その他の類する事業 

 

（３）多文化共生促進 

国籍や民族等の異なる文化を認め合い、学び合い、共生に向けた相互理解を

促進する。 

① 国際理解・交流プログラム 

当連盟の支援対象地域を含む国々の多様な文化を学び、相互理解を促進す

る機会を提供する。 

(a)スタディツアー 

当連盟の寺子屋運動実施国に参加者公募の上、審査を経て、ユースや協

力者等を派遣する。高校生を対象にしたスタディツアーは、かめのり財

団との共催。 

 

(b)三菱アジア子ども絵日記フェスタ 

アジアの6歳から12歳（24の国と地域）を対象とした絵日記コンテスト

を通じ、青少年の国際相互理解を促進する。三菱広報委員会、AFUCAと

の共催。当連盟は、各国へ絵日記の募集を呼びかける。 

 

②UNESCO関連団体との連携促進 

UNESCOをはじめ、WFUCA（世界ユネスコ協会クラブ・センター連盟）や

AFUCA（アジア太平洋ユネスコ協会クラブ連盟）と連携をはかり、民間ユ

ネスコ運動を推進する。 

(a)世界ユネスコ協会クラブ・センター連盟（WFUCA）の活動振興 

世界で民間ユネスコ運動の普及のために活動する同連盟と連携し、ユネ

スコ精神のさらなる普及を図る。 
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(b)アジア太平洋ユネスコ協会クラブ連盟（AFUCA）の活動振興 

アジア太平洋地域で民間ユネスコ運動の普及のために活動する各国の協

会連盟と連携を図り、ユネスコ活動を推進する。また、加盟団体との連

携強化や具体的活動の振興に協力する。 

 

(c)UNESCO、関係団体との連携 

UNESCOとの協力協定（日本国内における UNESCOへの資金調達）に基づ

き、「UNESCO公式サポーター」企業との連携促進ならびに、UNESCOや関

係団体からの要請に基づき、海外の災害支援等を行う。 

 

③その他の類する事業 

 

（４）地域草の根推進 

平和な社会の実現に向け、地域の課題解決に資する民間ユネスコ運動を推進

する。 

①地域草の根プログラム 

会員および開催地等の市民が集い、地域から平和を考える各種会合を行う。 

(a)第77回日本ユネスコ運動全国大会 

民間ユネスコ活動推進のため1年に1回、全国の会員が集い、会員及び開

催地市民に、日ごろのユネスコ活動の情報提供を行うとともに、大会テ

ーマについて研鑽に努める。本年は、大阪での開催を予定。 

テーマ  未定 

日 程  2021年12月頃を予定 

会 場  未定 

主 催  公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟 

近畿ユネスコ協議会 他 

  

(b)ブロック別ユネスコ活動研究会（全国9ブロック） 

民間ユネスコ運動推進のため、会員及び開催地の市民を対象とした研究

会を、全国9ブロックで開催する。 

期 間  2021年9月～11月 

場 所  全国9ブロック9ヵ所 

主 催  公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟、 

都道府県ユネスコ連絡協議会、各地ユネスコ協会・クラブ 
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②ユースプログラム 

青少年の育成に資する民間ユネスコ運動を推進する。 

(a)青少年活動助成 

全国のユネスコ協会・クラブが行う青少年を対象としたSDGs実現に資す

る活動に対して助成を行う。会員用ホームページ等にて募集し、審査を

へて助成事業を決定する。 

 

(b)青年ネットワーク強化 

青年評議員や全国的青年連絡組織等による青年のネットワーク強化を検

討する会議の開催や、青年全国大会の支援等を行う。 

 

(c)みどりの絵コンクール 

公益財団法人三菱 UFJ環境財団との共催で、全国の 4歳～小学 6年生を

対象にした「みどりの絵コンクール」の作品表彰を行う。当連盟は募集

協力を行い、ホームページ等で募集し、選考委員会が審査する。 

 

③活性化推進プログラム 

民間ユネスコ運動の次世代の担い手（ボランティア）を育成し、さらなる

活性化を推進する。 

(a)日ユ協連リーダーセミナー 

これからの民間ユネスコ運動の担い手を対象に、オンラインセミナーを

実施する。 

 

(b)民間ユネスコ運動顕彰事業（ユネスコ活動グッドプラクティス賞） 

市民に開かれた他のユネスコ協会・クラブのモデルとなり波及が見込ま

れる活動を公募し、グッドプラクティス賞として表彰する。 

応募期間 2021年 12月～ 

発  表 2022年 3月下旬 

 

(c)民間ユネスコ運動の普及、促進 

民間ユネスコ運動の日（「平和の鐘を鳴らそう」等含む）の普及、ユネ

スコ協会の新設、ユネスコ協会便の配信、動画配信、文科省・日本ユネ

スコ国内委員会等との連携を行う。 

 

④その他の類する事業 
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（５）普及広報・財務強化 

UNESCO憲章の理念に基づき、平和や教育、文化等の重要性を発信し、SDGs達

成に寄与する。 

 ①広報・ＰＲ 

社会を巻き込み、当連盟が取り組む活動の認知向上を目指して広報・PRを

行う。 

(a)機関誌、ホームページ、メールマガジン、SNS等における広報・PR 

 

(b)後援・共催等、他社主催事業・イベントへの協力 

名義後援の対応や、日本ユネスコ協会連盟賞、等の授与 

 

②ファンドレイジング施策 

SDGsの達成のために、賛同者を増やし、財政基盤の安定・拡大をはかる。 

(a)募金増強施策の実施 

遺贈への賛同者や協力者を増やし、「月1いいこと募金」を増強し、新し

い募金手法を拡充 

 

(b)寄付企画、会員拡充施策の実施 

会員拡充および、会員等との連携強化を通じたファンドレイジング活動

の実施 

 

③その他の類する事業 
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2. 海外における平和構築活動 

（事業の内容） 

「世界寺子屋運動」、「一杯のスプーン」、世界遺産・地域遺産活動等の各種事

業により、海外においてUNESCO憲章の理念に基づく教育・医療（栄養、保健含

む）・文化分野での平和構築活動を推進する人々の支援及び人材育成を行う事

業 

 

【事業の概要】 

（趣旨） 

国際相互理解の促進及び開発途上にある国や地域に対する教育・医療（栄養、

保健含む）・文化支援等、を通して、平和な社会の構築と持続可能な社会の推

進に寄与する。 

 

（１）途上国における教育支援 

途上国において、公的教育を受けられない大人や子どもを対象に、基本的人権

である教育の機会を提供する。 

①識字教育支援（世界寺子屋運動） 

現地の教育省等と連携し、教育を受けられなかった大人や、公教育を受けら

れずにいる子どもたちへの識字教育支援、技術訓練等を行う。 

(a)アフガニスタン（アフガニスタン寺子屋プロジェクト） 

教育省識字局と連携し、カブール県など3県において、主に成人（15歳以

上）の識字教育、技術訓練等を継続実施する。新型コロナウィルスの影響

で中途退学した子どもへの識字クラスも検討する。 

 

(b)カンボジア（アンコール寺子屋プロジェクト） 

シェムリアップ州教育局と連携し、州内を対象に成人（15歳以上）の識字

教育および技術訓練、公教育への復学支援クラス、幼児教育を継続しつつ、

新型コロナウィルスの影響を受けて学校を中途退学した子どもへの支援

を強化する。 

 

(c)ネパール 

世界遺産「ルンビニ」地域の3郡において新型コロナウィルスの影響で学

校を中途退学した子どもを対象とした初等教育、中等教育および生徒の

親への識字クラスや収入向上活動を実施する。 
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(d)ミャンマー 

バゴー地方域の4地区において、学校を中途退学した児童生徒を対象とし

た識字・ライフスキル教育を行う。新型コロナウィルスの影響による中途

退学増に鑑み、初等教育同等クラスの提供も検討する。 

 

②識字教育普及促進プログラム 

各地ユネスコ協会・クラブ、企業、団体、ユネスコスクール等と連携し、世

界の識字問題の理解促進をはかる。 

(a)書きそんじハガキキャンペーン 

世界寺子屋運動の事業資金となる未投函のハガキ等の回収キャンペーン

を行う。  

 

③その他の類する事業 

(a)他社主催イベントへの協力 

NHK主催の教育コンテンツの国際コンクール「日本賞」にて、途上国のESD

推進に寄与する優れた番組企画に対し「日本ユネスコ協会連盟賞」を授与

する。 

 

(b)東ティモールにおける理数教育強化プロジェクトへの協力 

（株）コーエイリサーチ＆コンサルティングがUNESCOジャカルタ事務所

から受託したプロジェクトのうち、ESD教材に係る部分を補強協力する。 

 

 

（２）途上国への医療・食糧支援（一杯のスプーン） 

途上国のアジア諸国における貧困層を対象に無償の医療、食糧支援を行う。 

①医療・食糧支援（一杯のスプーン） 

世界寺子屋運動を展開しているネパール、アフガニスタンにおいて、無償で

医療・食糧支援を行う。 

(a)ネパール 

カトマンズおよびルンビニの寺子屋が行う新型コロナウィルス対策     

や保健衛生活動などの支援を行う。   
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(b)アフガニスタン 

カブール市内のクリニックでの医療活動、薬の提供、リハビリ治療および

新型コロナウィルス対策支援（備品等）を行う。 

 

②その他の類する事業 

 

（３）世界遺産保護・保全支援 

人材の育成や修復、世界遺産教育等を通じて、世界遺産の保護・保全を行う。

①世界遺産保護、保全支援 

アジア諸国の世界遺産を中心に、修復技術の移転、人材育成、世界遺産教育

を行う。 

(a)カンボジア 

世界遺産「アンコール」周辺地域における住民の意識啓発を目的に、子ど

も（小学校相当）を対象とした塗り絵教材を活用した、世界遺産学習プロ

ジェクトを継続する。 

 

②その他の類する事業 


